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要 旨
１８６２年のモリル法成立以降、アメリカ合衆国における農業教育は進展した。それと同時期に、アメリカ

の農業は発展し、農業機械は改良されてきた。本研究の目的は、２０世紀初頭において、農機具メーカーが

農業普及にどのような活動を行っていたかを考察することである。インターナショナル・ハーベスター社

を事例として、同社が設立した IHCサービス局と農業普及部門の活動から農機具メーカーによる農業普

及活動を明らかにした。
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１ は じ め に

アメリカ合衆国（以下アメリカとする）では、

第一次世界大戦まで着実に農業が発展してき

た。１９世紀の後半からアメリカでは農業普及事

業（Agricultural Extension Work）が行われるよ

うになり、農業教育が展開されていく。１８６２年

の農学と工学に特化した大学を支援するモリル

法（Morrill Land-Grand College Act）により、州

立大学が広くつくられるようになった。１８８７年

のハッチ法（Hatch Act）では州立大学に農業試

験場が付与されることになり、１８９０年に国会を

通過した第２モリル法（The Second Morrill Act）

において補助金が出ることになって大学研究が

広く実施されることになった。そして１９１４年の

スミス・レーバー法（Smith-Lever Cooperative

Extension Act）をもって州立農業大学を中心と

した農業教育が推進されていくことになる。

連邦政府による法律制定で農業教育システム

が確立される一方、農業機械も発達してきた。

１９世紀後半から畜力を用いた刈取機（reaper）

や収穫機（harvester）が出現し普及するように

なった。世紀転換期までに農機具メーカーによ

る競争は激しくなり、１９０２年には主要な農機具

メーカーの合同によってインターナショナル・

ハーベスター社（International Harvester Company、

以下ハーベスター社とする）が誕生することに

なった。

巨大企業として成立したハーベスター社に関

しては、Chandler（１９７７）や小林（１９７８）、Car-

stensen（１９８４）により、その国内外の事業活動

が注目されてきたし、Ozanne（１９６７）や上野

（２０００）などによって、労使関係の研究が盛ん

に行われてきた。本研究の当該期となる２０世紀

初頭にあっては、ウェルフェア・キャピタリズ

ムの台頭が Brandes（１９７６）や、伊藤（２００８）

によって明らかにされている。しかし、農業普

及事業が展開していく世紀転換期における、同

社の農業普及に関する具体的な内容はほとんど

言及されていない。またアメリカの農業普及事

業については、大学や政府機関の活動に焦点を

あてその変遷が分析されてきた（佐々木、１９９９、

２００７；曾・秋山、２００５；田島、１９８５；堀、１９９０；

宮田、２００２）ものの、企業による活動は断片的

に言及されてきたにすぎない（Ferleger and Lan-
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zonick，１９９４；McConnell，１９６９）。

そこで、本研究では２０世紀初頭にハーベス

ター社が行っていた農業普及活動について考察

していきたい。まずは同社が設立した IHCサー

ビス局について分析し、次に農業普及部門につ

いて検討を加えていく。

２ IHC サービス局（IHC Service Bureau）

１９１０年頃、農作物の生産量増大や集約的な農

法の推進に関する議論が起こっている世の中の

動きと相まって、ハーベスター社は IHCサー

ビス局を開始している１）。この IHCサービス局

というのは、広告部門の一部として設置されて

おり、IHCサービス局の業務は、農民には直接

価値があるもので、ハーベスター社にとっては

間接的に価値があるものであるとされた。その

業務は顧客の関心のために役立つことであり、

サービスであった。ここでは IHCサービス局

による活動について検討していこう。

� 農業に関する情報の提供

IHCサービス局の重要な役割の一つに農業に

関する情報の提供があった。同局は、農村社会

に農業に関する有益な情報や知識を与えるた

め、本や小冊子を作成し配布していた。１９１３年

までに作成されていた本のタイトルと内容につ

いてみると、変化に富んだものであることがわ

かる。

１９１３年の社内誌 Harvester World から得られ

る同社発行の本のタイトルと主な内容は次のよ

うなものであった。

�The Story of Bread

安価なパンのためのはるか昔からの努力とそれが最

終的にどのようにして得られたか、という快活でお

もしろい話。これは The Dawn of Plentyという講義

（lecture）につながった。また、これは訓話や社説

のテーマとして利用され、男女、子供関係なく楽し

まれる。

�Creeds of Great Business Men

今日あるビジネスを促進してきた何人かの人の楽し

い短編によって展開されるビジネスの話。この短編

を通じて、物々交換の時代からサービスと効率性と

いう現代へ至るビジネスの移り変わりをみることが

できる。この本はもう一つの講義 The Buildersにつ

ながった。

�The Golden Stream

酪農をさまざまな面からみたわかりやすい日常的な

教科書。この本は非常に広く利用されており、確か

な筋から集められた多くの価値ある情報や統計を含

んでいる。酪農に大きな関心がある場所でこの本は

毎日参考にされる。

�For Better Crops

アメリカの第一線の穀物専門家による農業科目に関

する貴重な記事のコレクション。この本は農場生活

のほとんどすべての面に触れている。かつての Farm

Science に取って替わったもので、最新の本の中で

もかなり価値があるものである。

�The Story of Twine

この本は、バインダー・トワインに関する情報を求

める多くの声への回答として刊行された。原料繊維

がユカタンで成長してから完成品として船積みのた

めにボール状になるまでのトワインの生産・加工に

ついてかなり詳しく明らかにしている。

�The Engine Operator’s Guide

これは、ガソリン・エンジンを作動したり、修理し

たり、良好な状態に保つ方法に関するすべてを伝え

る小さな本である。ガソリン・エンジンを所有する

人々、操作する人々、関心のある人々にとって価値

あるものである。この本は取扱説明書であり、物語

ではない。

�The Cattle Tick

牛に生息するダニとそれを取り除くための最適な方

法。この本は、南部の州に住む人々にとって特に価

値がある。ウシダニによる毎年の損失は、約１億ド

ルであると推定される。この本は図解入りで、どう

やってダニが牛を滅ぼすのかということを説明して

いる。

�For Better Crops in the South

この本は For Better Crops に多少似ている。しかし、

南部の穀物や状況に詳しい農業の専門家によって作

成されたものである。この情報は信頼性があり、ほ

とんどの規模、種類の農場に適用できる。

	The Disk Harrow

非常に少ない農民だけが穀物の栽培においてディス

ク・ハロウで耕す方法を知っている。この本では、

どのように播床が準備されるべきかが説明されてお

り、またこの作業で機能する部品について述べられ
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ている。この本はあらゆる地域の農民たちに価値の

あるものであるが、特に乾燥した地域の農民たちに

価値がある。

�The Binder Twine Industry

この本は The Story of Twine と同様の要点を扱う

が、まったく異なる方法で論じられている。これは、

サイザル麻の耕作と収穫、トワインの生産における

さまざまなプロセスを示す３色刷り４８ページの絵本

である。

�Harvester Scenes of the World

これはきれいに装丁された２色刷りの１５０ページの

本である。芸術的な絵本であり、絵は世界の収穫場

面の貴重なコレクションとなっている。これらの絵

は、紀元前２５００年から１９１３年までの収穫の発展をた

どったものである。

�Building Plans

各種農舎の印画と設計書である２）。

こうした教育的な本を作成したきっかけはと

いうと、たとえば The Story of Bread は、ハー

ベスター社の従業員が、教師が農業の発展と文

明化と農業の関係に触れた何冊かの良書を学校

で必要としているという新聞記事を読んだこと

にあった３）。このようなさまざまな種類の本は、

学校で補助本として利用されるようになってい

く。

また、ハーベスター社は、農民が直面してい

る問題を解決するように農業誌紙に記事を提供

するなどの協力を行ったりしていた。農業に関

する一般的なことから専門的なことまで、子供

から農業を仕事とする人まであらゆる人々に情

報を提供することで IHCサービス局は農業教

育の向上に貢献していたことがわかる。

上記の本のリストの中に講義という記述が出

てきたが、次にその講義内容についてみていこ

う。

� 講 義

印刷媒体による情報提供以外に、ハーベ

スター社は、動画（moving pictures）やスライ

ド（lantern slides）を用いて農業をテーマとし

た講義を行っていた。その講義の一つが

The Romance of the Reaperである。これは、も

ともと共進会（state fairs）のための広告の一種で

あったが、その話が非常に関心を呼ぶものであ

ると考えられたため、徐々に広告の要素が消さ

れていき教育用の講義となっていった４）。１９１２年

頃までには、２，０００回以上学校や、大学、講習会、

教員講習会、農事講習会（farmers’ institutes）、

共進会、ディーラー集会（dealers’ conventions）

などで行われていた。

The Romance of the Reaperは、農業の発展に

ついて、とがった棒や刈り鎌、殻ざおといった

農具を使っていた頃から、リーパーの発明、そ

して現在の改良された近代的な機械や方法まで

を見ていくものであった。さらに、講義では、

ハーベスター社が扱う製品ラインを人々の前に

置くだけでなく、いかに製品が注意深く作ら

れ、使われている材料が高品質であるかが説明

された５）。

さらに、工場内の機械は素晴らしく、熟練工

や従業員たちは、衛生的な状態で働いているこ

とが述べられ、トワイン・ミルで働く少女たち

の衛生と健康に留意する既婚婦人（matrons）

の写真が示された６）。このようなハーベスター

社の労働環境についての説明は、１９１２年にトワ

イン・ミルで働く女性たちが重労働をしている

ことや工場の不衛生さ、少ない給料、夜勤労働

が新聞記事によって公にされた７）ことを受けて

の対応であると考えられる。この時期はハーベ

スター社がさまざまな福利厚生プログラムを導

入しているが、Ozanne（１９６７）によって、それ

はシャーマン反トラスト法（Sharman Anti-Trust

Law）違反による告訴を避けるためのイメージ

対策であったことが指摘されている。この方針

は他の事業にも影響があったといえ、講義での

好ましい労働環境の主張もその一つであっただ

ろう。

反トラスト法違反への対策であったとすれ

ば、ハーベスター社の農業普及への取り組みは

受け入れられなかったのであろうか。Harvester

World によれば、講義を行ったある人物は、The
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Romance of the Reaperを１１月１日から５月１５日

まで合計で９２，０００人に公開しており、また別の

者は、同じ講義で２月２５日から５月１５日の間に

３０，０００人を集めている８）。また専門家や企業家

は楽しむのではなく、教授してもらうために２０

マイル離れたところからこの講義を見に来たと

いう例や、講義に参加した少女の１人が父親に

改良されたクリーム分離機を購入するように求

めたという例が挙げられている９）。また、１９１２

年には３か月間で、イリノイ大学（University of

Illinois）やノースダコタ州、イリノイ州、イン

ディアナ州、ウィスコンシン州などで、合計１２

回の講義が行われていた１０）。こうした一連の記

述をみると、講義は人々に受け入れられ一定の

評価を得ていたようである。

ハーベスター社は The Romance of the Reaper

に続いて The Dawn of Plentyという講義も始め

ているが、これはより有益でエンターテイメン

トの要素を盛り込んだものであったようだ。同

社は、知識の大部分は見ることから由来すると

指摘した上で、動画やスライドを取り入れた講

義が教育に力を発揮すると述べている１１）。この

講義では同社自身については触れないように

なっていた。

このように、広告の一部として位置づけられ

ていた講義は、農業普及活動に不可欠なものに

なっていったのである。

� 農機具の貸出

ハーベスター社は前述したような本の配布や

資料の貸出だけでなく、大学や農業に関連する

学校などに自社の農機具を貸し出していた。た

とえば、イリノイ大学にハーベスター社は５，４００

ドル相当の農機具を貸し出している１２）。そこに

貸し出されていたのは、グレイン・バインダー

（grain binders）やコーン・バインダー、バイ

ンダーの付属部品、草刈機、レーキ、ローダ

（loaders）、肥料散布機、ワゴン、ガス・エン

ジン、トラクター、クリーム分離器、ハロウ

（harrows）、トウモロコシ刈取機（corn pickers）、

ドリル、点播機（corn planters）、トワインといっ

たものであった１３）。このようなさまざまな種類

の機械は学生に広い知識を与え、個々のニーズ

に応じたようである。

大学にとってあらゆる種類の多数の農業機械

を準備することは金銭的な負担が大きくなる

が、学生の関心に合わせるためにはそれらをそ

ろえる必要があった。農業工学を専攻する学生

は、さまざまな種類の機械について教室で理論

を学び、実際の機械を操作する。その際、学生

は機械の細部まで理解しておくことが求められ

た１４）。教室では、学生はある特定の機械の理論

を教えられ、必要不可欠な部分について、それ

らが何を意味し、何を遂行するのかということ

を学ぶ１５）。それから、その特定の機械のさまざ

まな型について議論され、同じ本質的要素が各

種各様の型で説明されるのである１６）。そのた

め、大学は複数の企業から農機具を借りてい

た１７）。また、機械が授業で使用されてないとき

には、展示フロアに置かれており、興味のある

者が綿密な調査ができるよう配慮されてい

た１８）。

イリノイ大学にはハーベスター社の機械を多

く利用するコースがあった。それは、収穫機の

専門指導者を養成するコースである。このコー

スは人気のあるものの一つであるが、有能な学

生たちだけがそれを修了することができた。彼

らは、自分たちが各部品やその機能、その正確

な位置を十分に把握し、ハーベスター社製のバ

インダーを細かく解体し、もう一度それを素早

く組み立てなければならなかった１９）。それから

彼らはバインダーのトラブル、特にバインダー

の付属部品のトラブルへの対応の練習を行い、

すべての調整を行って影響を調べ、トラブルの

場所を見つけて改善する必要があった２０）。同様

の作業はヘイ・ツール（haying tools）と散布機

でも行われた。

こうした作業を経た多くの学生の中から優秀

な４～８人が収穫機メーカーの専門スタッフと

して毎夏巡回することになった。そしてその中
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の数人がセールスマンとして企業の中に残っ

た。これは優秀な学生にとって非常に貴重な経

験である一方、ハーベスター社にとっても望ま

しいことであった。同社は機械を大学に貸し出

すことで、自社製品に詳しい優秀な人材を獲得

することができたのである。

IHCサービス局は広告部門の一部として、農

業に関する情報を提供したり、農機具を大学に

貸し出したりする業務を行った。しかし、当初

から同局の業務は広告にすべきではないと考え

られていた。そこで、IHCサービス局の業務は

「間接的広告（indirect advertising）」ではなく、

同局を広告部門や販売部門から完全に分け、新

しい名前と本部を与えることが適切であると判

断される２１）のである。そして、農業普及部門

（Agricultural Extension Department）が誕生し、

その一部として IHCサービス局が機能するこ

とになった。

３ 農業普及部門

（Agricultural Extension Department）

ハーベスター社は１９１３年には農業普及部門を

設置している。農業普及部門の目的は、アメリ

カ農業の方法を改善し、精密な情報を供給する

こととされた。ハーベスター社は、この業務は

農業の向上に利益をもたらすものであって、商

業主義ではない２２）と主張している。同部門の責

任者となったのは、アイオワ州立大学（Iowa

State University）で教鞭をとり、同州で農業普

及に取り組んだ Perry G. Holdenであった。

ハーベスター社の農業普及部門は、教育機関

の事業を補完する目的で組織されたわけではな

かったが、アメリカで農業に関する教育事業を

行うあらゆる機関を支援する精神で設置され

た２３）。その主な内容は、以下の通りであった。

�農業大学やその他の教育機関、アメリカ合衆国農務
省の農場実演者（field demonstration agents）、商業

会議所、鉄道会社、銀行の提携、新聞社やその他の

機関との協力のもと、農業キャンペーンを行う。

�農業の講義用図表やスライドを資料の効果的な利用
を行う個々の学校あるいは機関となる農業大学や学

校に無料で貸し出す。

�農業、家畜、酪農業、家政学やその他の多くの科目
に関連する多くの科目に教育的な資料を流通させ

る。

�求めてきたすべての人に文書を通じて信頼できる情
報を供給する。

�農業の確実で有益なシステムとして多角的農業経営
と家畜の発育を推奨する。

�農業の教育科目を取り上げた雑誌や新聞の特別な記
事の発行。

�農業をテーマとした動画や図解の立体幻灯機
（stereopticon）講義の利用。

�穀物の害虫を撲滅するためのキャンペーンやハエを
駆除するための健康キャンペーン、豚コレラやウシ

ダニなどに対するキャンペーンなど、異常事態に応

じた緊急キャンペーンの実施２４）。

１９１６年１月１日までに農業拡張部門は、北

部、南部、西部、中西部の２４か所で４８のキャン

ペーンを支援しており、これには１９１万１，６７３人

が参加している２５）。ここではキャンペーンの内

容について注目したい。

ハーベスター社の農業普及部門は、農業大学

やその他の機関とともにキャンペーンを行って

いた。１９１３年頃に行われていたのがアルファル

ファ・キャンペーン（Alfalfa Campaign）であ

る。これは、コーンベルトにおいてアルファル

ファの栽培を促進するキャンペーンであった。

アルファルファの強みとして、１エーカーあた

りの生産量がクローバーの２倍と高く、ブラン

（bran）と同じくらい高い飼料価値を持つ、タ

ンパク質の豊富なものであること、一度豊作と

なると湿潤な地方では４年から６年、西部では

もっと長く豊作が見込めること、すべての動物

に食物として与えられるということが挙げられ

た２６）。コーンベルトでは、トウモロコシの栽培

と養豚が組み合わされた農業が行われていたた

め、飼料としても高い価値を持つということが

強調されたのである。
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１９１３年４月時点でのキャンペーンの計画によ

ると、キャンペーンは車で４月の初めから秋の

終わりまで行われる２７）というものであった。学

校や大学のカウンティや市の責任者、機関の従

事者、講演の講師、この業務に関心のある人た

ちがアルファルファの図表やスライドを手に入

れられるようにする。また、アルファルファの

資料や小冊子は、国中に広く配布される。特別

なアルファルファの記事が農業誌に送られ、新

聞に印刷され、アルファルファに関する内容の

新聞がキャンペーンの実施場所で発行されるよ

うになる。そして、このキャンペーンは、時間

と資金を快く提供するコミュニティの家畜協会

や酪農協会と協力して実施される。コーンベル

トとコットンベルトの各州や東部ではすぐに開

始されるべきものであり、各コミュニティで３０

から４０の会合が地方の状況に応じて行われるよ

うにするという計画あった。

このアルファルファ・キャンペーンは、輪作

への転換を勧めていた。１９０９年から１９１９年まで

にハーベスター社がキャンペーンを行っていた

州のクローバーとアルファルファの生産量を統

計局の数値で確認すると、大きな変化をみせな

かった州もあったが、アイオワ州では約３万

６，０００ブッシェルから約１４２万ブッシェルへとお

よそ４倍、ノースダコタ州では、８０７ブッシェ

ルから約５万６，０００ブッシェルへとおよそ７０

倍、ミシシッピ州については１７５ブッシェルか

ら約１万８，０００ブッシェルへおよそ１００倍という

大幅な増加がみられたのである２８）。

一方、ミシシッピ州の南西部に位置する２３の

カウンティでは、多角的農業システムに注目し

てもらうためのキャンペーンが行われた２９）。こ

のキャンペーンはハーベスター社の農業普及部

門によって組織され、アメリカ農務省、イリノ

イ・セントラル鉄道、農工大学、ミシシッピ南

西部の連合商業クラブ（federated commercial

clubs）、一般の農民や企業家と協力して実施さ

れた。このキャンペーンは農業普及部門から演

説者のスタッフとともに同部門の責任者

Holdenによって支援されたものである。キャ

ンペーンの長さは１８日間で、自動車で巡回した

距離は４，５０３マイル、鉄道によって巡回した距

離９００マイル、開催された会合は２４９回で、配布

された資料は７５，０００部、参加者は１７，５７９人と

なった３０）。演説者は、トウモロコシとマメ科作

物の作付、家畜の飼育、ウシダニの撲滅を主張

し、いかに単作が土壌を貧弱にするかについて

述べた３１）。

これらのキャンペーンから、ハーベスター社

の農業普及部門が他の機関と協力し、アメリカ

の農法の向上に努めていたことがわかる。

４ む す び

本研究では、２０世紀初頭におけるハーベス

ター社による農業普及活動を分析してきた。同

社は、IHCサービス局、後には農業普及部門の

設置により、農業大学や農村社会に支援や教育

を行っていた。農務省と州立農業大学の協力に

よる農業普及事業の展開に合わせるように農機

具メーカーも活動を拡大していったのである。

ハーベスター社が農業向上を推進したのは、

自社製品の普及を目指した利益追求のための活

動の一つであったとも考えられるだろう。２０世

紀初頭にはトラクターが登場するなど畜力から

動力へと農機具業界では技術革新が起こった

が、農業機械は耐久財であるため、一度購入さ

れると当分買い替えは見込めない。そこでハー

ベスター社は新製品開発や企業買収により農場

で必要とされる製品ラインをそろえたり、海外

市場を開拓していくようになる。しかし、本格

的なアメリカの農業機械化は１９２０年代以降であ

り、大規模農場化するのも第２次世界大戦後の

ことである。それ以前においては、トラクター

などの農業機械はまだ導入されたばかりの新製

品であり、農機具業界において重要な地位を占

める存在であった同社が農村社会や大学に最新

の農機具を紹介し、その普及を促すことは自社

の売上に大きくつながるものであった。さら

に、同社は大学と協力することによって、自社
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製品の扱いに慣れた優秀な学生を得ることもで

きた。

他方、農機具業界で独占的な状態にあった

ハーベスター社は、いつ反トラスト法違反に

よって告訴されてもおかしくない立場にあっ

た。事実、同社は１９１２年に告訴されているから、

農業普及事業に積極的にかかわっていったの

は、「善きトラスト」対策のためであったかも

しれない。しかし、そのような状況にありなが

らもハーベスター社が農業普及活動のために部

門を設立し、政府や教育機関、その他農業に関

する諸機関と協力してその活動を遂行していっ

たことは、アメリカ農業の発展において無視で

きないものであったと考えられる。
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